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はじめに
地球上には約億の水が存在する｡ しかし, その％は海水であり, 湖沼にある淡水は	
％, 河川を流れる淡水はわずか％にすぎない｡ 	世紀に入った人類は, かつてない水資源の危
機に直面しつつある｡ 国際河川における水資源の分配問題は, 流域諸国間の紛争に発展する可能性を
はらんでいるが, 国内河川においても流域間の対立を生む可能性をもっている｡ 本稿が取り扱う黄河
の水資源の問題は, 後者の例である｡ 世界最大の人口を有し, 古い歴史をもつ中国は, 水資源の偏在























とする黄河をめぐる諸問題についても, 月刊 『しにか』 (	年１月号) が特集を組むなど, さまざ






文明の発生地の一つである黄河流域では, 先秦時代より開発が進み, 森林の伐採が続いてきた｡ 秦代
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草原の減少は, 森林の伐採とともに水量の減少につながるが, 鉱物資源の採掘も植生を破壊し, 水
量に影響することになる｡ 中流域の山西・陝西・内蒙古の接壌地域は, 中国最大の石炭産地である｡
採掘のための鉄道・道路建設に伴い, 大量の土砂が流入した結果として, ダムの土砂堆積, 植生の破
壊などが目立っている｡
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模改造がおこなわれ, 貯水機能と排泥機能の両立をめざす ｢上｣ ｢下排｣ 方式が採用された｡ しか













りの小型ダムであったが, 鉱山開発後, 泥石がダムに入り, 有効貯水量が減少し, 劇毒物の流入で水



















































断流現象に拍車をかけている｡ 黄河流域の水資源管理は, 上中流を ｢黄河上中游調度委員会｣ が, 下
流を ｢黄河水利委員会｣ がそれぞれ担当しているが, 両者を統一する明確な機構は存在していなかっ






















































































銀川市は, 黄河中流域の河套平原にあって地下水資源は本来豊かである｡ しかし, 経済発展と人口
増加は地下水のくみ上げを促し, 地下水位が毎年低下して現在では～㍍の深さになっている｡
)
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西安市は, 黄河の支流の一つ渭河の流域にあり, 古都長安の歴史を受け継いだ都市である｡ ここで
も世紀末には地下水のくみ上げが日量万をこえ, 地下水位は二十数年で～㍍低下した｡ 
年代初めよりそれに伴う地盤沈下が始まり, 毎年平均㎝ずつ沈降している｡ 唐代の大雁塔はこれ















み上げが続いており, 断流はそれを加速することになった｡ 年, 黄河流域では動力電気井戸が
	万ヵ所あり, 供水能力は億以上に達している｡ これによる井灌面積は万㌶に達し, 地
下水のくみ上げ量は億で, 地下水資源の％を占めていた｡
)
河南省の東水村では, 年代６つの深さ４㍍の井戸を掘り, ２つの貯水池を作ったが, まもなく
涸れた｡ 年代には紅旗渠の水を引き入れたが, ２年足らずで断流した｡ 年代には躍進渠の建設に
参加し, ４万を貯水できる７つの小型ダムを建設したが, 水が来なくなった｡ 	年代には深さ	









排水を考えない過剰な灌漑や乾燥気候による蒸発は, 土壌への塩分集積を生む｡ 大躍進以後, 河南・






























































































































は零に等しくなる｡ 市内には節水が通告され, 洗車ステーションは閉鎖｡ 農業用水には北京市の生活
























中国政府は, 最近, 西部開発を力説している｡ 順調な経済発展をとげる沿岸部との経済格差を是正











をいかに保全していくのか, これからの大きな課題となるだろう｡ 西部開発のなかでは, 計画出産と
耕地を森林に戻そうという ｢退耕還林｣ がスローガンとしてよく使われている｡ 適正規模の人口は環
境保全に不可欠の要素であるが, 耕地を森に変えようとする試みは, 耕して天に至るような急坂地に








年月日, 正式に始動した｡ しかし, その前に横たわる問題は多い｡ 黄河の断流問題は現時点
ではいちおう収束している｡ その一方で, 華北では地下水の過剰なくみ上げが依然として続いている｡
月刊誌 『黄河黄土黄種人』 の記事から断流問題は消え, 水質汚染の問題が多く取り上げられるように
なった｡ 世紀の水資源問題の縮図ともいうべき黄河の断流問題は, 今後も形を変えて現れてくるこ
とになるだろう｡ 紙幅の関係もあり, 黄河の水資源問題に関連するその他の問題については, 次の機
会に取り上げていきたいと考えている｡
[註]
１) 陶思明 ｢黄河断流：昭示我們更加重視流域性生態平衡問題｣ (国家環境保護局自然保護司編 『黄河断流与流域
可持続発展－黄河断流生態環境影響及対策研討会論文集－』 中国環境科学出版社, 年, 以下 『持続発展』
と略す) によれば, 華中・華南を代表する長江 (長さ㎞) の年径流量は	
億, 珠江 (長さ
㎞)
のそれは億であるのにたいして, 黄河の年径流量は億としている (	頁)｡ その差は大きいが,
後述するように実際の黄河の流量はさらにこの値よりも小さいのである｡
２) 藺生睿・張遂業編著 『黄河・上游・水沙』 (黄河水利出版社, 年, 以下書名のみ示す) ４～８頁｡ なお尹







４) 中国の環境問題についての日本の研究としては, 上田信 『森と緑の中国史』 (岩波書店, 年), 同 『トラ
が語る中国史』 (山川出版社, 年), 李志東 『中国の環境保護システム』 (東洋経済新報社, 年), 読
売新聞中国環境問題取材班 『中国環境報告』 (日中出版, 年), 小島朋之編 『中国の環境問題』 (慶應義塾
大学出版会, 年) などがあり, 代表的な訳書にヴァーツラフ・スミル著, 深尾葉子・神前進一訳 『蝕ま
れた大地』 (行路社, 年) がある｡ また中国社会文化学会の 『中国－社会と文化』 第
号 (年) は,
｢中国文明と環境｣ をテーマとし, 環境史への関心の高まりを反映している｡
５) 『黄河的警示』 頁｡ 省別の森林被覆率でいえば, 青海省が％, 寧夏省が	％, 甘粛省が
％などとなっ
ている｡ (陶思明前掲論文 『持続発展』 頁)｡




流影響因素初探｣ 『持続発展』 頁)｡ なお１畝の森林は１年の内に, 大気中に～㌧の水蒸気を発し,
その水蒸気の	％が地上に降りて, その地域の降水量を増やしているといわれる (林景星 ｢清水出, 黄河寧－
談用生態環境地質規律根治黄河｣ 『科技潮 (京)』 －, 中国人民大学書報資料中心 『生態環境与保護』
年第３期所収)｡
７) 『黄河的警示』 頁｡ 青蔵高原の阿里地区に自然保護区を設けたが, 密猟者は絶えることなく, 取り締まりに
あたる警察も腐敗し, 没収した獲物を闇ルートで転売するといった事実もあるという (『黄河的警示』 頁)｡
８) 董得紅 ｢生態災難逼近黄河源｣ (『青海日報 (西寧)』 年１月３日, 前掲 『生態環境与保護』 年第２期
所収)｡
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９) 『黄河・上游・水沙』 頁｡ 年からの年間で億が減少したという (馬軍 『中国水危機』 中国環境
科学出版社, 年, 頁)｡
) 楊朝飛前掲論文 『持続発展』 ２頁｡
) 『黄河的警示』 頁｡ 世紀末の段階で, 中国の土地荒廃の原因は, 	％が過度の農地開墾, 	％が過度
の木材伐採, 	％が過度の放牧, 	％が水資源の不当利用などとなっており, 砂漠化の	％が人為的要




) 梁吉義 ｢解決黄河断流問題的系統整体方略｣ (『中国軟科学 (京)』 年９月５日～９日, 前掲 『生態環境与
保護』 年第１期所収)｡

) 朱震達・陳志清 ｢黄河下游断流及其対沿岸土地荒漠化的影響｣ 『持続発展』 頁｡
) 易正 ｢流血的土地｣ 『黄河黄土黄種人』 年３月号｡ 王星光・張新斌 『黄河与科技文明』 (黄河水利出版社,
年, 以下書名のみ示す) 頁｡
) 陳平・羅万勤 ｢黄河流域水資源短缺問題的探討｣ 『持続発展』 頁｡
) 『黄河的警示』 頁｡ 寧蒙灌区の灌漑用水路をコンクリート製にし, 支渠を管道化し, 噴灌を用いれば, 億
の水を節約できるといわれる (『黄河・上游・水沙』 頁)｡ しかし, 黄河下流でも整備された灌漑面積は
全体の％にとどまっている (阮本青・沈晋 ｢黄河下游治黄地区水資源可持続利用戦略研究｣ 『持続発展』
頁)｡
) 『黄河的警示』 頁｡
) 田家怡・王民・竇洪雲・蔡学軍・焦玉木 ｢黄河断流対三角州生態環境的影響与緩解対策的研究｣ 『持続発展』
頁｡




) 『黄河的警示』 頁｡ なお金之・宋聖家 ｢黄河断流対国民経済的影響及対策｣ 『持続発展』 頁, は工業用
水の再利用率を～
％としている｡
) 楊朝飛前掲論文 『持続発展』 ７頁｡
) 『黄河・上游・水沙』 頁｡







) 崔樹彬 ｢黄河流域社会経済発展対水環境的影響｣ 『持続発展』 頁｡
) 
年８月, ダム上流の大県では洪水のため５の農田に１㍍の泥が堆積したという｡ この問題に関して
は, 侯国本 ｢黄河山東段応取消農業引黄大水漫灌｣ 『持続発展』 頁参照｡ こうした洪水防止のために潼関




(馬軍前掲書, 頁)｡ また下流への悪影響については, 張永昌・蘭華林 ｢黄河下游非期引水引沙対下游河
道冲淤的影響｣ 『持続発展』 頁｡
) 林秀芝・蘇運啓 ｢黄河水資源利用及其対断流的影響｣ 『持続発展』 頁｡ 年の資料によれば, 流域のダ
ムは座, 総貯水量は億となっている (梁吉義前掲論文)｡
) 『黄河・上游・水沙』 頁｡




) 崔樹彬前掲論文 『持続発展』 頁｡
) 『黄河的警示』 ～頁｡









元といわれる (国家環境保護局自然保護司 ｢黄河断流影響及其対策調研報告｣ 『持続発展』 
頁)｡











) 前掲国家環境保護局自然保護司論文 『持続発展』 頁｡
) 梁吉義前掲論文｡



















) 李東・王玉明 ｢黄河下游断流成因及其対策研究｣ 『持続発展』 頁｡ なお金之・宋聖家前掲論文は, 	年
の断流により勝利油田は
万㌧減産し, 損失額は










) 『黄河的警示』 	頁, ～頁｡
) 易正前掲論文｡
) 同前｡ なお天津, 北京とも地下水の過剰なくみ上げにより地盤沈下を招いている (『黄河的警示』 ～頁)｡
) 『黄河的警示』 頁｡
) 同前書, 頁, 頁｡
) 同前書, 頁｡ 山東省の引黄灌区と井灌区の収穫高の比較から井灌の優位性を主張する説 (侯国本前掲論文
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『持続発展』 頁) があるが, 地下水利用の限界には言及せず, 問題を残す主張といえよう｡
) 『黄河的警示』 頁｡
) 田家怡等前掲論文 『持続発展』 頁｡
) 程進豪・李祖正・王学金 ｢山東黄河水資源利用効益分析与展望｣ 『持続発展』 頁｡






) 『黄河・上游・水沙』 頁, 
	～
頁｡
	) 同前書, 	～頁, 
頁｡
) 『黄河的警示』 頁｡
) 何乃維・張玉環・壟珞珈・包暁斌 ｢万里黄河万古流｣ 『持続発展』 頁｡
) 『黄河与科技文明』 
～	頁｡ 周崇文・強小媛・路安勝・郭徳壁・周小燕 ｢黄河環境問題及其防治対策｣ 『持





) 田家怡前掲論文 『持続発展』 頁｡
) 崔樹彬前掲論文 『持続発展』 頁｡
) 『黄河・上游・水沙』 
頁｡
) 崔樹彬前掲論文 『持続発展』 ～頁｡

) 『黄河的警示』 ～頁｡ 汾河に入る汚水量は１年に約
億だが, 流水量が少ないので希釈できないと
いわれている (『黄河・上游・水沙』 頁)｡
	) 程進豪等前掲論文 『持続発展』 
頁｡
) 『黄河的警示』 ～頁｡
) 国家環保総局 ｢中国環境状況公報 ()｣ (前掲 『生態環境与保護』 年第４期所収)｡





) 景万林前掲論文 『持続発展』 	頁｡
) 侯素珍 ｢引黄用水与黄河断流｣ 『持続発展』 頁｡

) 王育杰 ｢黄河断流成因, 規律及其対策研究｣ 『持続発展』 頁｡
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